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郷土料理の伝承と、特産品のお茶について健康効果を伝えるとともに、
お茶の飲用と茶葉を使った料理の普及活動

郷土料理本の作成に当たっては、言い伝え
や独特な材料・調理法等を詳細に記載し、他
に類を見ない先人の知恵や食文化を継承する
ものとなっています。
また、「茶葉を食べる」ことは飲用以上に

健康効果が高い部分があると言われており、
本会ではさらに「茶葉を普段の食事でおいし
く食べる」ことを茶葉料理の普及活動を通じ
て行い、地産地消と健康寿命の延伸につなげ
ています。

伝えよう
「お どんが町の郷土料理」

校区内の担当委員が学校と直接連絡を取り
ながら、安全に楽しく食の体験が行えるよう
配慮しています。
特に、高校生への料理教室は、平成24年か

ら継続して実施しており、嬉野市食育推進計
画の目標である「高校卒業までに簡単な料理
が作れるようになる」に大きく貢献していま
す。

地元の高齢者から集めた情報をレシピ本
「おどんが町の郷土料理」を作成し、季節の
行事や言い伝えとともに伝承しながら、細く
長い活動が途切れることなく続いています。
また、レシピ集「うれしの茶・家庭で楽し

むお茶料理」を作成し、特産品を使ったレシ
ピを紹介するとともに、これらを活用した料
理教室を開催し、普及・啓発を行っています。
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という新たな切り口から
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昔から伝え守ら
れてきた食文化も
徐々に忘れられて
いく現状に懸念を
感じ、上記２冊の
本が作成されまし
た。本に盛られた
先人の知恵や食文
化、うれしの茶の
良さを多くの人に
伝え継承していく
ために努力してい
ます。
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「おどんが町の郷土料理」


